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高砂市 地域公共交通計画　計画方針（案）

○鉄道、バス、タクシーの安全な運送サービス提供の継続

○バス路線の再編（路線、ダイヤ、運行頻度）

・交通結節点を軸とした円滑な乗り継ぎ、利便性の向上 ・AIデマンド運行【事例】

・車両の小型化【事例】 ・EV車両の導入【事例】 ・タクシーによるコミバスの代替【事例】

○拠点整備（駅前広場等） ○アクセス道路整備

○待合環境の整備 ○サイクル＆ライドの推進

○じょうとんバスの加古川市、姫路市への乗り入れ検討

○利用促進につながる啓発活動の継続 ○決済方法や割引制度の継続及び改善検討

・市の広報や市内イベントにおけるPRやチラシ配布、安全教室等 ・障がい者、高齢者免許返納割引の継続

・小学生によるアナウンス ・1日乗車券の継続

・無料乗車体験 ・休日家族割、乗継割引（神姫バス）の継続

・スタンプラリー ・複数交通主体が連携した割引【事例】

○分かりやすい情報提供・案内継続及び検討 ・雨の日割引（レイニーバス）【事例】

・HPでの情報公開の継続 ○モビリティ・マネジメントの継続及び検討

・バスロケーションシステムの導入【事例】 ・出前講座の継続

　（ITS：高度道路交通システム） ・バスの乗り方教室の継続

・デジタルサイネージの導入【事例】 ・マイバス･マイ電車の日の継続

・MaaS【事例】 ・地区単位での座談会【事例】

○その他　バスの車内広告の継続

○推進体制の構築と事業推進 ○地域の輸送資源との連携検討

・活性化協議会の定期開催の継続 ・自家用有償旅客運送【事例】

○福祉、教育との連携検討 ・自動車教習所等の送迎車の混乗【事例】

・地域ボランティアによる運行（あみだつなGO）の継続 ○その他連携検討

・タクシーチケットの継続 ・商業施設と連携したバス【事例】

・タクシー車両改良への補助【事例】

・福祉車両、スクールバスの混乗【事例】

○各交通事業者の人材育成、募集の継続 ○合同就職説明会（(公社)兵庫県バス協会）の継続

○バス運転体験会、仕事体験（神姫バス）の継続 ○二種免許取得を補助する制度の導入検討【事例】

・EV車両の導入【事例】（再掲） ・自動運転【事例】

・MaaS【事例】（再掲） ・パーソナルモビリティ（電動カート等）

⑤各交通モード間の接続向上
　による円滑な交通体系の確保

⑥ターゲット層に合わせた
　公共交通サービスの
　充実・利用促進 基本方針３

　持続可能な体制や仕組みをつくる

目標３
　多様な関係者で支える
　　　　　　　　公共交通の構築

⑦公共交通を知って使って
　もらうきっかけづくりの促進 •　人口減少・少子高齢化への対応

•　公共交通に関する法律や政策の改正への適応
•　働き方改革に対応した交通のあり方の検討
•　行政・交通事業者・市民の連携による体制づくり
•　分野や形式にとらわれない柔軟なアプローチ
•　新技術の活用と、持続可能な公共交通・担い手の確保

•　公共交通は市民の利用によって成り立っている
•　公共交通の積極的な利用を促進する
•　日常的に公共交通を利用する意識醸成を図る
•　市民と共に公共交通を支える姿を目指す

②乗務員不足・2024年問題に
　応じた持続的な公共交通の運営

③広域幹線、幹線・準幹線、
　支線などの位置づけ・役割
　における移動手段

④市内各地域の利用実態に
　応じた交通サービスの構築

基本方針２
　みんなで公共交通をつかって支える

目標２
　自ら公共交通を利用しようとする
　　　　　　　　  市民の意識醸成

•　公共交通は市民の生活に不可欠な役割を担う
•　運行においては、安心・安全で、快適な運送サービスを行うことが重要
•　まちづくりの方針と連携し、主要施設をつなぐ路線網を構築
•　移動需要に応じた運行方法を検討
•　地域の実情に即した移動手段を検討

課題 基本方針 計画の目標

①人口減少・高齢化社会に伴う
　交通弱者増加への対応

基本方針１
　便利で人にやさしい公共交通の
　　　　ネットワークを形成する

目標１
　安心して利用し続けられる
　公共交通ネットワークと拠点づくり

みんなで公共交通をつかって支える

持続可能な体制や仕組みをつくる

高砂市のまちづくり関連計画の方針

【第５次 高砂市総合計画】
　「暮らしイキイキ 未来ワクワク 笑顔と思いやり育むまち 高砂」
　 ～SDGsで共に夢を描こう～
　　○共生　　○共創　○共感　○共治・共有

【高砂市都市計画マスタープラン】
　「歴史・文化が息づく活力と潤いのある街 高砂」
　 ～地域の魅力が光る人にやさしい都市づくり～
　　○人にやさしく快適に暮らせるまち
　　○地域資源を活かした活力と潤いあるまち
　　○みんなで創る魅力あるまち

【高砂市立地適正化計画】
　「いつまでも暮らしやすい都市構造の維持・形成」
　　基本方針① 住みやすさを活かして、全域的に空き家の再流通・建て替え
　　　　　　　 及び優良な住宅の新築を促進
　　基本方針② 市街地のスポンジ化対策により、インフラの使用効率を向上
　　基本方針③ 現在の生活利便性の維持・向上を図る
　　基本方針④ 鉄道路線間の連携を主軸とした公共交通網を目指す
【第2次高砂市地球温暖化対策実行計画】
　「移動がより効果的で快適になり、人と公共交通優先の取組が進展し、
　　出かけたくなる魅力と活力あふれるまちの実現」

基本方針1基本
理念 「みんなでつくる、つながり広げる公共交通」

基本方針2

基本方針3

【関連計画から整理したキーワード】
　・すべての人にやさしい　　　・思いやり　・暮らしやすいまち　　・脱炭素
　・ネットワーク　・つながり　・連携　　　・活力 潤いあるまち
　・共につくる　　・みんなで創る　　　　　・魅力あるまち
　・笑顔　　　　　・イキイキ　　　　　　　・快適な暮らし
　・健康　　　　　・ワクワク　　　　　　　・持続可能なまち

役割１：市内・市外への移動手段としての役割
役割２：地域拠点間を結び、ネットワークでまちを支える役割
役割３：自家用車に代わるエコな移動手段を担う役割

公共交通が果たすべき役割

便利で人にやさしい公共交通のネットワークを形成する

施策（案）

事業6：人材・担い手の確保【課題②に対応】

事業7：新技術（IT技術等の導入）【すべての課題に関連】

事業4：利用を促す普及活動と制度の導入【課題⑥,⑦に対応】

事業2：交通結節点機能の強化【課題①,③,⑤に対応】

事業1：公共交通ネットワークの形成【課題①,②,③,④に対応】

事業3：隣接市町との連携【課題③,④に対応】

事業5：横断的な取り組み推進【課題①,②,④,⑥に対応】

令和3年7月30日

「2050年高砂市ゼロカーボンシティ宣言」

市内・市外の広い範囲にまでつながる高砂市の公共交通を、

市民の皆様、交通事業者、行政等の各関係者が力を合わせ

みんなでつくっていきます
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計画の目標を達成するための評価指標(アクションプラン)（候補一覧） 下表の必須3項目に加え、1～2項目を採用する方針で、今後、継続検討予定

1 公共交通の収支率 路線平均の収支率を実績値により、毎年評価

2 公共交通の公的資金投入額 運行費用における財政負担額を実績値により、毎年評価

3 公共交通の乗降客数 実績値により、毎年評価　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　【総合計画における評価指標】

4 交通結節点整備数 実績値により、毎年評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　【総合計画における評価指標】

5 鉄道施設整備数 実績値により、毎年評価

6 バス停環境整備数 実績値により、毎年評価

7 車両リニューアル台数 実績値により、毎年評価

8 ネットワーク 公共交通カバー圏域 市内における公共交通によるカバー率をGIS等を用いて、バス再編の5年に1度評価

9 公共交通に対する満足度 市民アンケート調査を実施し、同条件の設問で5年に1度評価

10 市への転入数 実績値により、毎年評価

11 キャッシュレス決済の導入件数または利用者数 実績値により、毎年評価

12 公共交通の定期券販売数または定期利用数 実績値により、毎年評価

13 イベント参加数 市内開催イベントでのじょうとんバスのPR活動回数を実績値により、毎年評価

14 イベント開催回数 じょうとんバスの利用促進に向けたPRイベントの開催回数を実績値により、毎年評価

15 イベント参加者数 じょうとんバスの利用促進に向けたPRイベントへの参加者数を実績値により、毎年評価

16 じょうとんバスグッズの生産数、発行回数 実績値により、毎年評価

17 市の公共交通に関するHPアクセス回数 実績値により、毎年評価

18 市HPへのじょうとんバス関連の情報掲載数 実績値により、毎年評価

19 高齢者における自動車運転免許証返納件数 実績値により、毎年評価

20 自動車・公共交通の利用分担率 市民アンケート調査を実施し、同条件の設問で5年に1度評価

21 外出頻度 市民アンケート調査を実施し、同条件の設問で5年に1度評価

22 その他 自転車事故件数 高砂警察署から入手した情報により、毎年評価　　　　　　　　　　　 【総合計画における評価指標】

23 地域公共交通活性化協議会の開催回数 実績値により、毎年評価

24 タクシーチケットの利用件数 実績値により、毎年評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【総合計画における評価指標】

25 関係者の連携・協働による取組み件数 協力団体等の増加に向けた取組み件数を実績値により、毎年評価

26 協力団体等の数 市内における移動支援の運行主体数を実績値により、毎年評価

27 地域のボランティア運転手数
あみだつなGOのような地域ボランティア運行において、応募された市民による
運転手の登録人数を実績値により、毎年評価

28 運転手の新規雇用数 実績値により、毎年評価

29 二種免許取得数 実績値により、毎年評価

30 新技術 新技術導入取組み件数 新技術の導入を検討したことも含めた取組み件数を実績値により、毎年評価

目標2

決済、定期

啓発活動等

公共交通による
外出機会

目標3

共創

雇用

No 分類 ジャンル 評価指標 概要

目標1

利用者維持
【必須】

ハード事業

まちづくり
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項目
2024年度（令和6年度） 2025年度（令和7年度）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.地域公共交通活性化協議会（予定含む）

2.公共交通
をとりまく
現状と課題

交通関連データの収集・集計・整理

各種調査（対象：市民、バス利用者、
施設利用者、高校生）

公共交通をとりまく課題の抽出

3.地域公共交通計画（案）の作成

4.パブリックコメントの実施（30日以上）

5.地域公共交通計画の作成

■地域公共交通計画の策定に向けた流れ

会 会 会 会

現状整理・実態調査 課題・取組みの方向性 計画素案作成
素案完成

計画策定目標
R8.3

調査結果報告、
課題の設定等

素案の説明、
パブコメ案の説明

パブコメ結果、
計画書最終提示

市民アンケート
調査計画等の提示

事業スケジュール

関係部署との調整 運輸支局との調整

方針の説明

会
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